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あ さ ひ 議 会 だ よ り 12月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

ぎ か い T I M E S
令和５年３月１日発行 No.68

C ON T E N T S

特集 ぎかいを知ろう

数字で見る
旭市議会

「潮風とともに走ろう」を合言葉に、３年ぶりの開催となった
今大会には２千人を超えるランナーが参加しました。

飯岡しおさいマラソン大会



　議員の数は条例によって自治体が定
めることができ、旭市議会では定数を
20人と定めています。
　平成17年合併時の定数は26人でし
たが、平成22年から定数を22人に削
減、平成30年から定数を20人に削減
し、現在に至ります。

　現在の旭市議会は33歳か
ら83歳まで幅広い年齢の議
員で構成されており、平均年
齢は61.9歳です。
　なお県内の市議会議員の平
均年齢は60.8歳です。

　現在の女性議員数は20人中
４人です。合併以降、最多と
なっており、政治分野での男
女共同参画が進んでいます。
　なお県内市議会の女性議員
の割合の平均は20.1％です。

　議場に直接足を運んで
くれた傍聴者の人数は前
年より42人増加の147
人でした。３月の一般質
問では１日最大23人が
傍聴しました。

　議員報酬の額は条例に
よって自治体が定めるこ
とができます。旭市議会
議員の報酬額は合併以降
変わっておらず、月額
34万円です。

数字で見る
旭市議会

市民

選挙で選ぶ

約63,000人

議員

20人

議員定数　20　人

平均年齢　61.9　歳女性議員の割合　20.0　％

傍聴者数　147　人 議員報酬　34　万円 

年代別内訳
30代　　１人
40代　　３人
50代　　３人
60代　　８人
70代　　４人
80代　　１人

近隣市の状況

銚子市　36万5千円
匝瑳市　33万5千円
香取市　35万円　
成田市　47万円　

※令和４年 ※議長・副議長除く

特集 ぎかいを知ろう

議会にまつわる数字にスポットをあてて
旭市議会についてご紹介します。
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　令和４年に審議した議案
は予算・決算案件27議案、
条例案件32議案、人事案
件８議案、その他案件11
議案の合計78議案でした。

　６月定例会では最大14人
の議員が一般質問を行い、活
発な議論が展開されました。
現在はコロナ対応により、議
員一人当たりの持ち時間は
60分となっています。

議案

　インターネット議会中継のアクセス数は生中
継7353件、録画配信4975件、合計12328件
でした。
　昨年と比較すると2895件増加しており、市
民の旭市議会への関心が高まっていることが推
測されます。

　令和４年に審査した請願の件数は６件、陳情の件
数はゼロ件でした。請願・陳情とは国または地方公
共団体に対して、様々な事項に関し要望する方法の
一つです。

　定例会は３月、６月、９月、12月の年４回開催
され、１回の定例会につき20日程度の会期が設け
られます。
　そのほか、緊急性の高い事案が生じた際などに必
要に応じて臨時会が開催されます。令和４年は１月
と11月の２回開催しました。

　　　　　6　件 

審議した議案数　78　議案 

　49　人 

※令和４年

※令和４年

※令和４年※令和４年

　　　　　　12328　件 
※令和４年

議会中継
アクセス数

請願・陳情
審査件数

会期日数　89　日
一般質問
実施者数

◦初日に議案が上程され、議題と
なります。

◦市長及び課長が議案の説明をし
ます。

◦議員が議案に対して疑問点を質
疑します。

◦議案等を詳細に審査するため、
担当の委員会に審査を依頼しま
す。

◦各委員会で専門的に詳しく審査
し、委員会としての可否を決め
ます。

◦委員会での審査経過や結果を報
告します。

◦議案等に対して自己の意見を表
明する討論を行います。

◦議案等について賛成・反対の採
決を行います。

本会議

委員会

本会議

議案とは別に、市政全般について
質問します。

一般質問

定例会の流れ
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４月から完全民営化になる干潟保育所

おいしそうに給食を食べる子ども達

議案
第１号

令
和
４
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
３
子
給
食
費
無
料
化
の

対
象
範
囲
を
拡
充

　
千
葉
県
が
第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
料
化
を

打
ち
出
し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
で
実
施
し
て

い
る
第
３
子
以
降
給
食
費
無
料
化
の
対
象
範
囲

を
県
に
合
わ
せ
て
拡
充
す
る
。

現　
行　
小
中
学
校
の
範
囲
内
で
３
人
以
上
の

子
ど
も
が
い
る
場
合
に
対
象
。

拡
充
後　
高
校
生
以
上
で
も
親
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
３
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
対

象
。問

保
護
者
か
ら
払
っ
て
も
ら
う
学
校
給
食
費

負
担
金
６
０
９
万
円
減
額
の
内
容
は
。

答
今
回
の
拡
充
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
児
童

生
徒
数
は
４
６
４
人
増
加
す
る
た
め
、
令

和
５
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
か
月
分
、
４

６
４
人
分
の
負
担
金
が
減
額
と
な
る
。

問
無
料
化
の
対
象
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
検
討

は
し
て
い
る
の
か
。

答
第
２
子
を
無
料
化
に
し
た
場
合
や
、
学
年

を
特
定
し
て
無
料
化
に
し
た
場
合
な
ど
の

検
討
は
し
て
い
る
が
、
恒
久
的
に
財
源
が
必
要

と
な
る
も
の
な
の
で
、
今
後
、
県
や
ほ
か
の
市

町
村
の
状
況
を
確
認
し
て
、
さ
ら
な
る
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

議案
第15号

旭
市
立
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正

干
潟
保
育
所
を
民
営
化

　
平
成
20
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

運
営
を
委
託
し
て
い
る
「
学
校
法
人
旭
鈴
木
学

園
」
に
施
設
を
譲
渡
し
、
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
私
立
保
育
所
と
し
て
運
営
す
る
。

問
完
全
民
営
化
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
。

答
独
自
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
保
育

の
質
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
今
後
予

定
さ
れ
る
施
設
整
備
に
お
い
て
市
の
経
費
が
削

減
で
き
る
こ
と
、
15
年
の
運
営
実
績
が
あ
り
利

用
者
の
評
価
が
高
い
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
て
、
民
営
化
に
踏
み
切
っ
た
。

問
民
営
化
に
よ
り
市
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
施
設
の
運
営
に
対
す
る
市
の
負
担
は
民
営

化
に
よ
り
37
万
円
少
な
く
な
る
。
ま
た
、

建
物
は
現
在
築
18
年
が
経
過
し
て
お
り
、
今
後

必
ず
来
る
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
時
の
市
の

負
担
は
大
幅
に
減
る
こ
と
に
な
る
。

問
現
在
、
定
員
１
１
０
人
の
と
こ
ろ
定
員

オ
ー
バ
ー
の
１
２
７
人
が
入
所
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
児
童
ケ
ア
に
つ
い
て
問
題
は

な
い
の
か
。

答
施
設
の
児
童
数
に
つ
い
て
は
、
定
員
の

20
％
増
ま
で
の
受
け
入
れ
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
１
３
２
人
ま
で
受
け
入
れ
が
可
能
。
ま

た
保
育
士
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
国
の
定
め
た

配
置
基
準
を
上
回
る
配
置
を
し
て
い
る
。

問
民
営
化
後
に
事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
ゼ
ロ
・
１
歳
児
の
寝
返
り
の
状
況
を
把
握

し
て
、
う
つ
伏
せ
寝
な
ど
危
険
な
状
態
を

感
知
す
る
と
ア
ラ
ー
ム
で
知
ら
せ
る
「
午
睡

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
や
、
施
設
内
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
し
て
様
々
な
業

務
を
効
率
化
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
た
時
間

を
保
育
業
務
に
充
て
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

12月
定例会 議 案 審 議

会期　11月30日～12月19日（20日間）

市長提出議案
●予算案件··················１件
●条例案件················ 16件
●人事案件··················１件
●その他案件··············３件

　この定例会には、令和４年度一般会計補正予算、条例の制定・一部改正、人事案件など21議案が市
長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意されました。

あさひ議会だより　第68号 4



球
場
」
、「
海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
公
園
野

球
場
」
、「
飯
岡
体
育
館
」
、「
飯
岡
野
球
場
」
、

「
旭
市
サ
ッ
カ
ー
場
」
、「
い
い
お
か
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
」
、「
い
い
お
か

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
」
、

「
い
い
お
か
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

広
場
」
、「
干
潟
さ
く
ら
台
野
球
場
」

問
指
定
管
理
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
効
果
が
あ

る
の
か
。

答
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ

と
で
市
民
の
健
康
維
持
増
進
や
施
設
利
用

者
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
地
域
振
興

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
た
め
、
市
と
と

も
に
連
携
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
指
定
管
理
に
す
る
と
ど
の
く
ら
い
経
費
を

削
減
で
き
る
の
か
。

問
土
地
を
無
償
貸
し
付
け
、
建
物
を
無
償
譲

渡
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
こ
う
い
う

形
に
な
っ
た
の
か
。

答
土
地
の
無
償
貸
し
付
け
に
つ
い
て
は
、
現

在
も
ひ
か
り
保
育
園
、
干
潟
町
中
央
保
育

園
に
対
し
て
行
っ
て
お
り
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
同
様
に
考
え
た
。
建
物
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
は
、
市
内
で
前
例
は
な
い
が
、
県
内
で
は
事

例
が
あ
る
た
め
、
そ
の
例
に
倣
っ
た
。

問
な
ぜ
価
値
の
あ
る
市
民
の
財
産
を
民
間
に

無
償
で
渡
す
の
か
。

答
今
は
評
価
す
れ
ば
幾
ら
か
の
評
価
額
は
つ

く
が
、
長
期
的
に
考
え
た
場
合
、
建
て
替

え
や
大
規
模
改
修
に
よ
り
市
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
想
定
で
き
る
た
め
、
今
無
償
で
譲
渡
し

た
い
と
考
え
る
。

議案
第20号

指
定
管
理
者
の
指
定

（
社
会
体
育
施
設
12
施
設
）

社
会
体
育
施
設
を
指
定
管
理

　
旭
市
内
の
社
会
体
育
施
設
12
施
設
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社
を

代
表
と
し
た
グ
ル
ー
プ
「
あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ま

ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
を
指
定
。

指
定
期
間　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10

年
３
月
31
日
ま
で

対
象
施
設　
「
旭
市
総
合
体
育
館
」
、「
旭
ス

ポ
ー
ツ
の
森
公
園
野
球
場
」
、「
旭
ス
ポ
ー
ツ

の
森
公
園
庭
球
場
」
、「
旭
文
化
の
杜
公
園
庭

答
市
で
行
っ
た
場
合
の
維
持
管
理
費
は
１
億

１
０
９
６
万
円
、
指
定
管
理
料
は
１
億
９

９
６
万
円
で
あ
る
た
め
、
１
０
０
万
円
の
削
減

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問
こ
の
事
業
者
の
選
定
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
３
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
10
月

12
日
に
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
あ
さ
ひ

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
指
定

管
理
候
補
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

問
こ
の
事
業
者
が
ほ
か
の
申
請
者
よ
り
優
れ

て
い
た
点
は
。

答
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
運

用
拡
大
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
、
県
内

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
よ
る
教
室
、
豊
富
な

広
報
活
動
、
多
く
の
自
主
事
業
に
よ
る
施
設
利

用
向
上
や
市
民
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
策
、

既
存
職
員
の
継
続
雇
用
や
市
内
事
業
者
と
の
連

携
な
ど
、
多
く
の
点
で
ほ
か
の
申
請
者
よ
り
優

れ
て
い
た
。

問
使
用
料
収
入
は
ど
こ
に
入
る
の
か
。

答
使
用
料
金
が
指
定
管
理
者
の
収
入
に
な
る

利
用
料
金
制
を
採
用
し
て
い
る
。
利
用
料

金
制
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
指
定
管
理
者
は
利

益
を
増
や
す
た
め
に
、
施
設
の
利
用
向
上
の
た

め
の
工
夫
に
取
り
組
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。問

今
回
の
選
定
基
準
で
は
、
ど
う
し
て
も
大

手
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
は
地
元
企
業
は
太

刀
打
ち
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
地
元
企
業
へ

の
配
慮
は
。

答
野
球
場
等
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
管
理
は
今

回
の
指
定
管
理
に
は
入
れ
ず
、
引
き
続
き

市
が
発
注
す
る
こ
と
に
し
て
、
地
元
企
業
の
育

成
と
受
注
機
会
の
確
保
を
図
る
予
定
。

Ｑ　
指
定
管
理
と
は

Ａ　
公
共
施
設
の
運
営
に
関
わ
る
経
費
の

節
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
民
間
事
業
者
を
は
じ
め
と

す
る
団
体
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
制
度
で
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
議
会
の
議
決
を
得
て
、
指

定
期
間
を
定
め
ま
す
。

用

語

解

説

スポーツ振興の拠点「旭市総合体育館」

「旭市サッカー場」でサッカーを楽しむ子ども達
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常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、賛成・反対を決め、
本会議で報告します。

旭市職員の定年等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について（議案
第６号）

Ｑ 職員の定年が現行の60歳から65
歳に引き上がると人件費も大きく

膨らむと思うが、将来的なシミュレー
ションは行っているか。

Ａ 最終的に65歳まで定年延長する
のは令和13年度となる。それまで

２年に１歳ずつ段階的に引き上げてい
くことで、２年に１度しか定年退職が
発生しないことになる。60歳以降退職

までは、60歳以前の給与の７割水準と
なるため、当面の間は人件費の総額は
上がっていくと思う。シミュレーショ
ンについては、今後とりかかる予定。

Ｑ 定年退職者が２年に１度しか出
なくなるからといって、新規採用

職員の数を減らしてはいけないと思う
が、どう考えているか。

Ａ これから定員適正化計画なども見
直していく中で、シミュレーショ

ンを行い、適正な採用人数も考えてい
く。

審査結果
委員会付託の15議案について、全員
賛成で原案のとおり可決。

総務常任委員会

旭市企業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について（議案第16号）
　「地方公務員法の一部を改正する法
律」に基づく、定年前再任用短時間勤
務制の導入に伴い、第２条及び第20
条の現行の再任用職員を規定している
条項を、定年前再任用短時間勤務職員

を規定している条項に改正するもの。

審査結果
委員会付託の１議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。

建設経済常任委員会

清滝トンネルを視察

旭市立保育所条例の一部を改正する条
例の制定について（議案第15号）

Ｑ 干潟保育所を民営化する一番の目
的は何か。

Ａ 施設の大規模改修等の際に経費が
削減できることと、民営化により

自由に先進的なものを取り入れること
ができ、保育の充実につながると考え
ている。

Ｑ 保育所の民営化は旭市で初めて
の事例なので、民営化の基準を定

めるガイドラインを作るべきだと思う
が、今回はどういう理由で選定したの
か。

Ａ 建物が比較的新しいこと、今後継
続して事業を実施できること、保

護者からの評価などを理由とした。

Ｑ 干潟保育所の建物は平成16年に
建てられ、耐用年数もまだあるが、

この価値のある市の財産を無償で譲渡
する理由は。

Ａ 価値のある今だからこそ事業者は
受けてくれるのであって、改修や

建て替えが見えている状況では受けて
もらえない。今無償で渡すことが長期
的に見たときに旭市のプラスになると
考えている。
指定管理者の指定について（社会体育
施設12施設）（議案第20号）

Ｑ 今回の指定管理の審査基準では大
手企業しか応募できないような形

になっていると感じるが、地元企業に
対する配慮はどうなっているのか。

Ａ 募集要件の中で地元との関わり方
を重要視しており、審査基準でも

市内事業者との関係構築の考え方や既
存スタッフの優先雇用を求めている。

審査結果
委員会付託の５議案について、議案第
15号は賛成多数で、その他議案は全
員賛成で原案のとおり可決。

文教福祉常任委員会

干潟保育所を視察
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討 論
〈議案第15号〉
反対　松木源太郎議員
　保育事業が民間こそいいという市の見解はおかしい。
保育所を無償で譲渡するのではなく有償にすべきと考え
反対する。

反対　戸村ひとみ議員
　民営化に対してきちんとした基準ができておらず、民
営化のメリット・デメリットが提示できていないので、
時期尚早と考え反対する。

〈議案第20号〉
反対　松木源太郎議員
　募集要項では指定管理者の自主事業を奨励しており、
指定管理者に市民の財産である社会体育施設を使って儲
けてくださいというようなものなので反対。

反対　伊場哲也議員
　法的根拠として無償譲渡という文言はない。建物を無
償譲渡しなければならない理由が理解できないので、再
考すべきと考え反対する。

賛成　常世田正樹議員
　民間のノウハウを活かし、旭市の未来を担う子どもた
ちに、将来にわたり質の高い保育サービスを提供し続け
ていくために、干潟保育所の完全民営化は必要。

賛成　島田恒議員
　民間のノウハウを発揮したスポーツ教室やイベントの
実施により、スポーツ施設としての価値を高め、市民の
健康維持増進を図ると考え賛成する。

議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案

15 旭市立保育所条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

20 指定管理者の指定について
（社会体育施設12施設） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。

令和４年第４回定例会 審議結果一覧

議案１　令和４年度旭市一般会計補正予算の議決について
議案２　旭市個人情報保護法施行条例の制定について
議案３　旭市個人情報保護審議会条例の制定について
議案４　旭市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

の一部を改正する条例の制定について
議案５　旭市職員の分限に関する手続及び効果に関する条

例の一部を改正する条例の制定について
議案６　旭市職員の定年等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について
議案７　公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
議案８　旭市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
議案９　旭市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について
議案10	 旭市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

発議１　旭市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

議案11	 旭市議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

議案12	 旭市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案13	 旭市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について

議案14	 旭市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

議案16	 旭市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

議案17	 旭市職員の再任用に関する条例を廃止する条例の
制定について

議案18	 工事請負契約の変更について（旭市立第二中学校
特別教室棟大規模改造工事）

議案19	 和解及び損害賠償の額を定めることについて
議案21	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて

全員賛成で議決した議案

賛否が分かれた議案と審議結果
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農
畜
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
肥
料
や
飼
料
な
ど
の
高
騰
が
続

い
て
お
り
、
農
家
へ
の
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
農
業
収
入
が
50
万
円
以
上
の
方

に
10
万
円
の
支
援
金
、
農
業
収

入
が
50
万
円
未
満
の
方
に
３
万
円
の
支

援
金
を
給
付
す
る
。
早
急
に
支
援
が
届

く
よ
う
、
事
業
の
効
果
的
な
周
知
に
努

め
る
。

問
飼
料
用
米
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
国
・
県
・
市
の
三
者
か
ら

の
助
成
金
制
度
が
こ
の
取
り
組
み
を
後

押
し
し
て
い
る
一
方
で
、
農
家
か
ら
は

補
助
金
の
減
額
や
、
制
度
変
更
を
危
惧

す
る
声
も
あ
る
が
、
市
と
し
て
の
今
後

の
考
え
は
。

答
引
き
続
き
飼
料
用
米
へ
の
作
付

転
換
を
推
進
し
、
生
産
者
や
利

用
者
に
対
し
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
稲
作
農
家
の
経

営
所
得
安
定
対
策
に
は
国
・
県
の
支
援

が
重
要
で
あ
り
、
国
や
県
に
対
し
経
営

所
得
安
定
対
策
に
繋
が
る
支
援
の
継
続

を
働
き
か
け
て
い
く
。

問
旭
市
で
は
農
業
の
現
場
で
「
耕

畜
連
携
」
が
効
果
的
に
推
進
さ

れ
て
い
る
が
、
循
環
型
農
業
へ
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
本
市
で
は
飼
料
用
米
へ
の
作
付

転
換
を
推
進
し
て
お
り
、
市
内

に
あ
る
飼
料
用
米
の
生
産
者
と
利
用
者

の
協
議
会
を
活
用
し
て
、
飼
料
用
米
の

市
内
循
環
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、

国
の
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

飼
料
用
米
の
供
給
を
受
け
た
家
畜
排
せ

つ
物
の
堆
肥
に
つ
い
て
は
、
ペ
レ
ッ
ト

化
へ
の
取
り
組
み
も
は
じ
ま
り
、
市
内

で
の
資
源
循
環
が
徐
々
に
増
加
し
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
循
環
型
農
業
の
取

り
組
み
事
例
と
し
て
、
国
や
県
に
対
し

積
極
的
に
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

問
耕
作
放
棄
地
に
対
す
る
本
市
の

対
応
は
。

答
本
年
度
は
市
の
単
独
事
業
で
、

耕
作
放
棄
地
の
再
生
作
業
に
係

る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
て
い
る
。
ま

た
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
を
は

じ
め
と
す
る
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
保
全
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
今
後
新
設
さ
れ
る
農
地
中

間
管
理
機
構
の
「
遊
休
農
地
解
消
緊
急

対
策
事
業
」
を
活
用
し
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
及
び
削
減
に
努
め
て
い
く
。

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

一般質問
市政を問う！

第４回定例会

島田 恒 議員
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入
札
制
度
の
適
正
化
を

問
土
木
工
事
の
う
ち
特
に
舗
装
工

事
に
つ
い
て
、
最
低
価
格
入
札

者
が
同
額
で
く
じ
引
き
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
土
木
工
事
は
、
そ
の
大
部
分
が

積
算
基
準
や
物
価
本
に
よ
り
金

額
の
算
出
が
可
能
。
ま
た
、
入
札
の
公

告
時
に
は
工
事
に
必
要
な
資
材
等
の
数

量
も
公
表
し
て
お
り
、
こ
れ
を
組
み
合

わ
せ
て
工
事
費
が
推
計
で
き
る
の
で
、

同
額
で
入
札
す
る
事
業
者
が
重
複
し
、

く
じ
引
き
に
よ
る
事
例
が
増
え
て
い
る
。

問
今
年
度
の
道
路
補
修
工
事
の
入

札
結
果
を
見
る
と
、
規
模
の
大

き
い
工
事
に
は
20
者
以
上
が
入
札
し
、

１
、
２
者
を
除
き
最
低
制
限
価
格
と
な

り
、
く
じ
引
き
に
な
っ
て
い
る
。
く
じ

運
の
な
い
事
業
者
は
１
年
間
工
事
の
受

注
が
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

入
札
要
件
に
よ
り
、
エ
リ
ア
分
け
や
建

設
会
社
の
ラ
ン
ク
分
け
を
し
、
機
会
均

等
と
な
る
入
札
制
度
に
で
き
な
い
か
。

答
土
木
工
事
の
入
札
は
、
原
則
市

内
に
本
店
又
は
支
店
を
有
す
る

事
業
者
に
限
定
し
て
お
り
、
事
業
者
の

ラ
ン
ク
分
け
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
法

に
定
め
る
経
営
事
項
審
査
に
基
づ
き
、

工
事
の
種
別
ご
と
に
判
定
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
県
内
の
先
進
事
例
等
を
研

究
し
、
地
元
事
業
者
の
受
注
機
会
を
よ

り
均
等
に
し
て
い
く
よ
う
心
が
け
る
。

問
社
会
情
勢
に
よ
り
契
約
後
に
材

料
費
等
の
急
激
な
高
騰
が
あ
っ

た
場
合
、
当
初
の
契
約
金
額
で
は
工
事

が
遂
行
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
契
約
変
更
等
の
措
置
を
行
う

こ
と
は
あ
る
の
か
。

答
受
注
者
は
工
事
請
負
契
約
書
・

標
準
約
款
に
の
っ
と
り
、
発
注

者
で
あ
る
市
と
の
協
議
を
行
っ
た
上
で

契
約
を
変
更
で
き
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
受
注
者
に
負
担
を
転

嫁
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
切
な
対

応
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
注
力
を

問
旭
市
で
は
イ※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ

の
効
果
は
。

答
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
共
生
社

会
の
形
成
に
向
け
て
経
験
を
広

め
、
社
会
性
を
養
い
、
多
様
性
を
尊
重

す
る
心
を
育
め
る
。

問
教
員
お
よ
び
教
諭
補
助
員
が
不

足
し
て
い
る
た
め
に
十
分
な
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
今
後
も
続
け

て
い
く
た
め
に
も
、
教
諭
補
助
員
の
採

用
条
件
を
緩
和
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
は
。

答
教
諭
補
助
員
は
、
教
員
免
許
保

有
者
を
条
件
に
採
用
し
て
い
た

が
、
応
募
件
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
近
年
、
支
援
を
要
す
る
児
童
・
生

徒
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
教
諭
補
助
員

を
増
員
す
る
た
め
に
も
応
募
資
格
を
見

直
す
。

「
障
害
」
を
ひ
ら
が
な
表
記
に

問
「
障
害
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

と
い
う
理
由
か
ら
、
国
や
自
治
体
で
議

論
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者
の
方
も
心
を

痛
め
て
い
る
。「
害
」
を
ひ
ら
が
な
表

記
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
市
役
所
で
は
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
既

に
ひ
ら
が
な
表
記
を
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
今
後
は
、
法
令
等
に
規
定
さ
れ

て
い
る
用
語
や
名
称
、
事
業
名
や
固
有

名
詞
等
、
漢
字
表
記
が
適
当
な
場
合
を

除
き
、
順
次
ひ
ら
が
な
表
記
へ
の
置
き

換
え
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
障
が
い
が
あ
る
方
が
安
心
し
て

充
実
し
た
日
々
を
送
る
に
は
、

家
族
に
よ
る
介
護
の
ほ
か
に
手
厚
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
近
年
、

特
別
支
援
学
校
や
福
祉
施
設
の
利
用
者

が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
中
で
、
廃

校
と
な
る
学
校
跡
地
を
福
祉
施
設
や
生

活
介
護
施
設
、
特
別
支
援
学
校
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
廃
校
と
な
る
学
校
の
跡
地
利
用

は
、
地
域
検
討
会
議
や
代
表
者

会
議
で
地
域
住
民
の
意
見
、
要
望
を
踏

ま
え
た
上
で
決
定
す
る
。
そ
の
際
、
福

祉
施
設
や
特
別
支
援
学
校
等
へ
の
転
用

に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
を
す

る
。

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

常世田 正樹 議員

※�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
…
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
一
緒
に
学
べ
る
教
育
。

井田 孝 議員
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学
校
再
編
に
関
し
て

問
印
西
市
で
は
、
地
域
住
民
の
要

望
を
受
け
て
統
廃
合
の
方
針
を

転
換
し
、
小※

規
模
特
認
校
を
開
始
し
た
。

本
市
の
地
域
住
民
か
ら
こ
の
よ
う
な
意

見
が
出
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
小
規
模
特
認
校
は
市
内
全
域
が

学
区
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か

の
学
校
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
現
在
の
基
本
方
針
で
は
想
定
し

て
い
な
い
。
今
後
、
地
域
の
保
護
者
か

ら
の
要
望
が
多
く
、
地
域
検
討
会
議
等

で
方
針
を
決
定
し
た
場
合
は
、
基
本
方

針
の
見
直
し
も
必
要
と
考
え
る
。

問
茂
原
市
で
は
、
小
中
一
貫
教
育

を
市
内
全
域
で
行
う
方
針
を
固

め
た
。
本
市
で
は
小
中
一
貫
校
は
想
定

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
他
市
の

状
況
や
地
区
住
民
の
意
見
に
よ
り
方
針

の
変
更
は
あ
る
か
。

答
地
域
の
保
護
者
か
ら
の
要
望
が

多
く
、
地
域
検
討
会
議
等
で
方

針
を
決
定
し
た
場
合
は
見
直
し
が
必
要
。

屏
風
ヶ
浦
の
浸
食
対
策
を

問
屏
風
ヶ
浦
の
海
岸
浸
食
に
つ
い

て
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
堤
防
の
下

か
ら
の
海
水
に
よ
っ
て
浸
食
が
進
ん
で

い
る
と
の
話
が
あ
る
が
、
現
状
は
。

答
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
老
朽
化
が
目

立
つ
も
の
の
、
消
波
機
能
は
維

持
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
部
で
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
下
部
よ
り
海
水
が
崖
側
に

流
入
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
。

問
市
と
し
て
浸
食
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
が
実
施

す
る
調
査
や
補
修
工
事
な
ど
に

つ
い
て
、
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
水
道
事
業
に
つ
い
て

◦
安
定
し
た
農
業
経
営
の
推
進

保
育
所
の「
保
育
の
質
」向
上
を

問
保
育
所
に
お
け
る
虐
待
や
不
適

切
な
保
育
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

保
育
士
の
労
働
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
が
、
公
立
保
育
所
の
保
育
士
は
き

ち
ん
と
昼
休
憩
が
確
保
で
き
て
い
る
か
。

答
子
ど
も
と
離
れ
て
の
十
分
な
昼

休
み
の
確
保
が
難
し
い
保
育
所

も
現
状
は
あ
る
。
保
育
士
を
募
集
す
る

と
と
も
に
、
担
任
以
外
の
交
代
や
休
憩

時
間
を
分
割
し
て
30
分
間
を
２
回
取
る

な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、
休
憩
時
間

確
保
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。

問
保
育
所
に
対
し
て
気
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
を
預

か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
以
上
、
保
護
者

は
声
を
あ
げ
に
く
い
。
学
校
と
同
様
に
、

年
に
一
度
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
匿
名
で
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
今
月
実
施
す
る
予
定
。

学
校
校
則
の
公
表
を

問
文
部
科
学
省
の
生
徒
指
導
提
要

の
改
訂
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
校
則
の
運
用
や
見
直
し
に
つ
い
て

具
体
的
な
方
法
が
示
さ
れ
た
。
各
学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
校
則
を
掲
載
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
は
。

答
校
則
の
掲
載
は
現
在
行
っ
て
お

ら
ず
、
生
徒
・
保
護
者
に
は
、

入
学
説
明
会
や
年
度
初
め
に
校
則
に
関

す
る
資
料
を
配
布
し
て
い
る
。
今
後
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

は
校
長
会
と
協
議
す
る
。

問
市
内
中
学
校
の
校
則
の
中
で

「
中
学
生
ら
し
い
」
と
い
う
表

現
が
多
く
出
て
く
る
が
、
こ
の
言
葉
の

定
義
や
基
準
は
。

答
定
義
や
基
準
は
特
に
定
め
て
い

な
い
。
学
校
で
は
頭
髪
の
決
ま

り
を
示
す
際
に
「
中
学
生
ら
し
い
」
と

い
う
表
現
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
が
、

中
学
生
ら
し
さ
を
清
潔
感
の
あ
る
自
然

の
髪
型
、
あ
る
い
は
学
習
や
運
動
に
適

し
て
お
り
手
軽
に
手
入
れ
の
で
き
る
髪

型
な
ど
と
生
徒
へ
説
明
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

◦
広
報
広
聴
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

上永井地域の屏風ヶ浦の断崖絶壁

宮内 保 議員

※�

小
規
模
特
認
校
…
通
学
区
域
に
関
係
な
く

市
内
ど
こ
か
ら
で
も
就
学
を
認
め
る
学
校
。

﨑山 華英 議員
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野
焼
き
を
減
ら
す
対
策
を

問
野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
が
、
家
庭
ご
み
を
庭
で
燃

や
す
人
が
お
り
、
苦
情
が
多
い
。
野
焼

き
の
違
反
行
為
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

周
知
を
し
て
い
る
か
。

答
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
区
長

回
覧
な
ど
を
通
じ
て
、
野
焼
き

行
為
が
原
則
法
律
で
禁
止
さ
れ
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
原
因
と
な
る
旨
を

周
知
し
て
い
る
。

問
野
焼
き
が
違
法
行
為
に
な
る
こ

と
を
知
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
に
感
じ
る
。
野
焼
き
を
減
ら
す
た

め
の
対
策
は
あ
る
か
。

答
野
焼
き
行
為
に
違
反
し
た
場
合

は
法
律
で
５
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず

れ
か
、
ま
た
は
両
方
と
い
う
重
い
罰
則

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
野
焼
き
を
減
ら

す
方
法
と
し
て
は
、
と
に
か
く
周
辺
住

民
へ
の
迷
惑
行
為
と
な
る
こ
と
を
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
継
続
し
て
周
知

し
て
い
く
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
周
知

方
法
が
効
果
的
か
検
討
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
の
改
善
を

問
11
月
７
日
に
60
歳
以
上
の
方
に

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
券
を

送
付
し
た
後
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
と
の
声
が
多

か
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た

の
か
。

答
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
10
人
体
制

で
行
っ
て
い
た
が
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
と
い
っ
た
状
況
を
踏
ま

え
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
２
人
増
員
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
20
回
線
増
加
、
３
日

間
の
臨
時
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

行
っ
た
。

問
次
回
、
大
量
の
接
種
券
を
発
送

す
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
予

約
方
法
を
考
え
て
い
る
か
。

答
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
接
種

券
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
け
、

発
送
日
を
ず
ら
す
な
ど
の
対
応
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営

◦
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

更
な
る
農
業
者
支
援
を

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
加
え
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ
る

影
響
が
様
々
な
業
種
に
及
ん
で
い
る
が
、

農
業
者
に
対
し
て
、
市
独
自
の
さ
ら
な

る
支
援
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
10
万
円
の
給
付
を
基
準
と
し

た
「
農
水
産
業
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
給
付
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
事
業
の
受
付
が
12
月
１
日
か
ら
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
ま
ず
は
こ
の

支
援
金
を
早
く
届
け
る
よ
う
に
進
め
る
。

問
匝
瑳
市
で
は
、
令
和
４
年
度
中

の
収
入
保
険
の
新
規
加
入
者
に

対
し
て
、
県
の
補
助
の
上
乗
せ
を
行
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

答
他
の
機
関
が
実
施
す
る
類
似
制

度
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
類

似
制
度
の
加
入
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘

案
し
た
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

過
疎
対
策
に
地
元
意
見
を

問
旭
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
、
地

元
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
取
り
ま
と
め

る
体
制
は
あ
る
か
。

答
計
画
策
定
時
に
は
素
案
を
公
表

し
、
市
民
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
た
。
今
後
、
地
域
か
ら
の
意
見
に
よ

り
計
画
掲
載
事
業
を
追
加
・
変
更
す
る

必
要
が
あ
れ
ば
、
適
宜
計
画
の
見
直
し

を
図
っ
て
い
く
。

問
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
た

事
業
に
つ
い
て
、
計
画
の
中
に

小
・
中
学
校
再
編
の
項
目
が
あ
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
干
潟
地
域
の
保
護
者
説
明
会
と

し
て
、
萬
歳
小
、
中
和
小
、
古

城
小
で
、
保
育
所
の
保
護
者
も
含
め
実

施
し
た
。
今
後
は
保
護
者
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
集
計
が
終
了

し
た
ら
地
域
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て

令和３年４月過疎地域に指定された干潟地域

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

永井 孝佳 議員

遠藤 保明 議員
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道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
あ
さ
ひ
鎌
数
工
業
団
地
と
そ
の

周
辺
、
谷
丁
場
遊
正
線
沿
い
の

道
路
は
、
夜
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
照
明

が
な
く
暗
い
た
め
、
歩
道
と
の
区
別
が

つ
き
に
く
く
危
険
。
街
路
灯
ま
た
は
防

犯
灯
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
夜
間
に
お
け
る
歩
行
者
の
数
や

交
通
状
況
を
把
握
し
て
、
照
明

設
備
の
必
要
性
を
精
査
し
た
上
で
、
地

元
区
や
関
係
団
体
と
協
議
を
し
て
い
く
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

問
国
内
の
養
鶏
場
で
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
が
異
例
の
ペ
ー

ス
で
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス

は
、
主
に
秋
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
渡

来
す
る
渡
り
鳥
が
運
ん
で
く
る
た
め
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
さ
ら
に
感
染
が
広
が
り
、

被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
本
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の

か
。答

家
畜
防
疫
に
必
要
な
消
毒
液
や

消
石
灰
の
購
入
に
つ
い
て
補
助

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
渡
り
鳥
の
飛
来

シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
野
鳥
へ
の
餌
づ
け

を
し
な
い
よ
う
広
報
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
市
で
は
、
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
て
、
初
動
防
疫
や
対
応
内

容
を
記
載
し
た
「
旭
市
急
性
悪
性
家
畜

伝
染
病
発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
県
の
主

催
で
、
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
演
習
や
サ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
営
演
習
が
開
催

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
参
加
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
初
動
防
疫
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
拡
大
を 

問
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
で
高
齢
者

を
置
き
去
り
に
し
な
い
よ
う
、

高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

を
も
っ
と
開
催
す
る
べ
き
で
は
。

答
通
信
業
者
と
連
携
し
た
市
民
会

館
の
講
座
と
し
て
、
本
年
８
月

に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
20
名
の
受
講
が

あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
公
民
館
等
の
生
涯

学
習
施
設
の
講
座
と
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
中
小
企
業
支
援
制
度
に
つ
い
て

◦
生
活
福
祉
資
金
に
つ
い
て

◦
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

◦
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

東
総
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
出
に
つ
い
て

問
東
総
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
法

定
基
準
の
２
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
が
検
出
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
原
因
は
。

答
原
因
は
一
時
的
に
焼
却
室
の
温

度
が
若
干
低
く
な
っ
た
こ
と
、

一
酸
化
炭
素
濃
度
の
ピ
ー
ク
発
生
回
数

が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

問
8
5
0
度
以
上
で
管
理
さ
れ
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
な
い

は
ず
の
溶
融
炉
の
温
度
が
下
が
っ
た
こ

と
に
問
題
が
あ
る
。
今
回
の
件
を
契
機

に
溶
融
炉
方
式
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

答
処
理
方
式
の
選
定
は
適
正
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

令
和
５
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て

問
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
「
恒
久
的
に
実
施
す
る
た
め

に
は
新
た
な
財
政
負
担
が
必
要
に
な
り
、

国
・
県
の
動
向
を
見
て
検
討
す
る
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

の
か
。

答
県
が
第
３
子
の
無
料
化
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市
で
も

無
料
化
の
対
象
が
拡
充
し
た
。
来
年
度

も
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
。

問
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
改
善
計

画
に
つ
い
て
「
令
和
４
年
度
末

ま
で
に
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
業

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
検
討
に
入
る
」
と
言
っ
て

い
た
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
基
盤
調
査
と
し
て
市
民
や
デ
マ

ン
ド
交
通
利
用
登
録
者
、
集
客

施
設
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
デ
マ
ン
ド
交

通
の
現
況
や
課
題
の
調
査
を
行
っ
た
。

１
月
中
に
計
画
案
を
策
定
し
、
３
月
中

に
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

問
令
和
４
年
度
よ
り
未
就
学
児
の

国
保
税
均
等
割
が
５
割
軽
減
と

な
っ
た
が
、
均
等
割
廃
止
に
つ
い
て
検

討
は
し
た
か
。

答
今
般
の
未
就
学
児
に
対
す
る
軽

減
は
、
全
国
一
律
の
制
度
と
し

て
公
費
を
投
入
し
て
実
施
し
て
お
り
、

国
の
基
準
を
超
え
た
市
独
自
の
軽
減
は
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
住
み
よ
い
住
環
境
の
確
保
に
つ
い
て

◦
元
総
理
安
倍
氏
の
国
葬
に
つ
い
て

伊藤 房代 議員

松木 源太郎 議員
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学
校
教
育
の
充
実
を

問
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
大
作
戦
の
一

つ
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
具
体
的
な
授
業
内
容
は
。

答
外
国
語
の
授
業
が
な
い
小
学
校

１
、
２
年
生
で
は
、
生
活
科
の

授
業
の
中
で
英
語
で
の
挨
拶
や
自
己
表

現
、
ゲ
ー
ム
や
歌
を
体
験
し
て
い
る
。

問
イ※

マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
に
つ
い
て
、

導
入
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問
英
語
検
定
の
受
験
に
対
す
る
支

援
策
は
。

答
今
年
度
よ
り
中
学
校
在
学
中
２

回
ま
で
、
英
語
検
定
３
級
の
受

験
料
を
全
額
補
助
し
て
い
る
。

問
公
立
高
校
の
受
験
に
つ
い
て
、

過
去
の
学
力
検
査
問
題
の
管
理

と
活
用
方
法
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答
教
育
委
員
会
と
各
中
学
校
で
保

管
し
、
出
題
内
容
を
考
察
し
て

教
科
指
導
向
上
に
活
用
し
て
い
る
。

問
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
教

育
の
提
供
に
つ
い
て
、
導
入
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

答
現
在
、
児
童
・
生
徒
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
か
ら
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

ｆ
ｏ

ｒ　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
」
、「
千
葉
県
教
育

委
員
会
チ
ー
て
れ
」
、「
文
部
科
学
省

公
式　
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ
」

が
閲
覧
で
き
る
。

問
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
常
に
最
新
情
報
に
更
新
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
時
期
が

遅
く
な
り
迷
惑
を
か
け
た
が
、

今
後
は
必
要
な
情
報
が
最
新
の
も
の
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
令
和
３
年
度
対
象
の
教
育
委
員

会
の
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に

係
る
点
検
・
評
価
報
告
に
つ
い
て
、
進

行
管
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
法
に
基
づ
い
て
手
続
き
を
進
め

て
お
り
、
市
教
育
委
員
会
で
ま

と
め
た
後
、
学
識
経
験
者
の
意
見
書
を

添
え
、
旭
市
教
育
委
員
会
定
例
会
で
の

議
決
後
、
９
月
議
会
に
提
出
し
た
。

問
ど
の
よ
う
に
中
学
校
の
教
科
書

採
択
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
海
匝
採
択
地
区
協
議
会
の
協
議

結
果
に
基
づ
き
、
種
目
ご
と
に

市
の
教
科
書
を
採
択
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
旭
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
を

問
国
の
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
、

支
援
が
手
薄
な
ゼ
ロ
歳
か
ら
２

歳
の
低
年
齢
期
に
焦
点
を
当
て
た
「
出

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」
が
創
設
さ

れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

答
経
済
的
支
援
と
し
て
は
、
妊
娠

届
出
時
と
出
生
届
出
時
に
５
万

円
相
当
の
ク
ー
ポ
ン
券
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
券
の
配
布
、
子
育
て
用
品
の
レ
ン
タ

ル
費
用
助
成
な
ど
、
各
自
治
体
の
判
断

で
給
付
方
法
を
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。問

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
の

経
済
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
計
画
は
あ
る
か
。

答
今
回
の
経
済
支
援
と
は
別
に
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
拡
充
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
周
知
を

問
障
害
者
手
帳
の
情
報
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
表
示
で
き
る
「
ミ

ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
と
い
う
ア
プ
リ
が
あ
る

が
、
本
市
で
も
周
知
で
き
な
い
か
。

答
こ
の
ア
プ
リ
は
障
が
い
が
あ
る

方
の
外
出
時
の
利
便
性
を
高
め
、

障
害
者
手
帳
を
提
示
す
る
心
理
的
負
担

の
軽
減
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
た
め
、

手
帳
交
付
の
際
に
は
周
知
を
図
る
。

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

問
が
ん
な
ど
の
病
気
や
加
齢
に
よ

り
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
う
男
性

が
増
え
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
廃
棄

す
る
「
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
の
設

置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
男
性
用
個

室
ト
イ
レ
へ
の
設
置
状
況
は
。

答
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
は
設
置

し
て
い
な
い
が
、
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
75
施
設
の
う
ち
、
24
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
る
。

問
公
民
館
や
体
育
施
設
な
ど
、
利

用
者
が
長
時
間
滞
在
す
る
場
所

の
男
性
ト
イ
レ
に
は
設
置
で
き
な
い
か
。

答
利
用
状
況
等
を
確
認
し
た
上
で

前
向
き
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

伊場 哲也 議員

※�

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
…
英
語
を
別
の
教
科
の

中
で
使
い
習
得
さ
せ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

伊藤 春美 議員

質問後男性用個室トイレに設置
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水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て

問
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
の
支

払
い
方
法
が
12
月
か
ら
変
わ
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
水
道
料
金
、
公
共

下
水
道
使
用
料
、
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
使
用
料
の
納
入
通
知
書
は

別
々
に
送
付
し
て
い
た
が
、
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
及
び
事
務
経
費
削
減
の

た
め
、
同
じ
納
入
通
知
書
に
よ
り
料
金

と
使
用
料
を
一
括
し
て
請
求
す
る
方
式

に
変
更
し
た
。

問
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
一
本
化

す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
業
務
を

行
っ
て
い
た
事
業
者（
Ａ
社
）で
は
な
く
、

新
た
な
事
業
者（
Ｂ
社
）が
業
務
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
来
は
７
月
か
ら
業
務
開
始
の
予
定

だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
、
市
は
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
Ａ
社

か
ら
市
に
対
し
て
電
算
シ
ス
テ
ム
の

デ
ー
タ
返
却
が
遅
れ
た
た
め
と
し
た
。

　
Ａ
社
の
デ
ー
タ
返
却
が
遅
れ
た
理
由

と
し
て
は
、
デ
ー
タ
移
行
時
に
は
移
行

費
が
発
生
す
る
た
め
、
移
行
費
を
支

払
っ
て
ほ
し
い
Ａ
社
と
、
今
回
の
デ
ー

タ
返
却
は
無
償
と
考
え
る
市
と
の
間
で
、

見
解
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
デ
ー
タ
の
移
行
費
に
関
し
て
は
、
Ａ

社
と
Ｂ
社
の
業
者
間
で
発
生
す
る
も
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
な
ぜ
市
が
間

に
入
っ
た
の
か
。

答
Ｂ
社
と
の
契
約
の
中
で
、
デ
ー

タ
は
市
か
ら
Ｂ
社
に
提
供
す
る

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
Ａ
社
か
ら
市
が

デ
ー
タ
を
一
旦
受
け
て
、
そ
れ
を
Ｂ
社

に
渡
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
今
回
遅
延
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
の
負
担
は
あ
っ
た
の
か
。

答
こ
れ
ら
の
業
務
を
入
札
に
付
し

た
時
点
で
は
、
令
和
４
年
11
月

に
変
更
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
旧
シ
ス
テ
ム
と
新
シ
ス
テ
ム
の

切
り
替
え
時
の
検
証
期
間
を
十
分
に
確

保
し
、
安
定
稼
働
さ
せ
る
た
め
、
変
更

時
期
を
12
月
に
し
た
。
こ
の
１
か
月
分

の
延
長
に
係
る
必
要
経
費
と
し
て
、
市

か
ら
Ａ
社
に
1
3
2
万
円
支
払
い
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
旭
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に

つ
い
て

中
学
校
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

問
地
元
に
中
学
校
が
な
い
場
合
、

そ
の
地
域
で
子
育
て
を
し
て
い

る
人
は
、
不
便
や
不
満
を
感
じ
な
が
ら

も
遠
く
の
中
学
校
ま
で
通
学
す
る
し
か

選
択
肢
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

子
育
て
を
す
る
人
は
、
わ
ざ
わ
ざ
不
便

や
不
満
を
感
じ
る
と
こ
ろ
に
居
を
構
え

よ
う
と
は
思
わ
な
い
の
で
、
そ
の
地
域

の
人
口
は
減
少
し
て
い
く
。

　
つ
ま
り
「
小
学
校
は
各
地
域
に
１
校

残
す
。
小
学
校
を
地
域
の
核
と
す
る
」

と
い
う
考
え
方
だ
と
、
中
学
校
が
な
い

地
域
は
衰
退
し
て
い
く
と
思
う
。

　
小
学
校
を
地
域
の
核
に
す
る
の
で
は

な
く
、
中
学
校
区
と
い
う
考
え
方
、
つ

ま
り
、
中
学
校
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
採
用
し
、
例
え
ば
飯
岡
地
域
で
は

小
中
一
貫
校
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、
今

後
地
域
の
方
の
意
見
が
あ
れ
ば
、

検
討
材
料
に
な
る
と
思
う
。
し
か
し
飯

岡
地
域
だ
け
で
小
中
一
貫
校
と
な
る
と
、

中
学
生
の
人
数
が
適
正
な
規
模
に
な
ら

な
い
た
め
難
し
い
と
、
学
校
再
編
計
画

策
定
委
員
会
の
中
で
は
議
論
さ
れ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
を

問
10
月
か
ら
採
用
し
て
い
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
方
が
と
て
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
で
、
増
員
し

て
、
農
業
・
漁
業
分
野
で
も
活
用
で
き

な
い
か
。

答
増
員
に
つ
い
て
は
関
係
各
課
と

検
討
す
る
。

体
験
型
返
礼
品
の
充
実
を 

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ

い
て
、
市
町
村
間
の
返
礼
品
競

争
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
体
験
型
の

返
礼
品
を
広
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
本
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

の
に
大
変
有
効
な
も
の
と
考
え

る
の
で
、
新
た
な
体
験
型
の
返
礼
品
な

ど
、
登
録
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

宮澤 芳雄 議員

戸村 ひとみ 議員

平成28年１月に建てられた飯岡中学校
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中
小
企
業
者
に
10
万
円
給
付

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

市
内
中
小
企
業
者
に
一
律
10
万
円
の

支
援
金
を
給
付
す
る
。

問
対
象
事
業
者
の
見
込
み
数
は
。

答
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
の
数

値
を
参
考
に
３
千
件
の
見
込
み
。

問
給
付
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

と
給
付
時
期
は
。

答
市
が
定
め
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
審
査
に
必
要
な

書
類
を
添
え
て
、
原
則
郵
送
で
提
出
。

受
付
期
間
は
令
和
４
年
12
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
で
、
申

請
後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
給
付
す

る
。

問
今
回
の
支
援
内
容
で
十
分
だ
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答
商
工
会
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
市

内
事
業
者
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
速
や
か
に
広
い
支
援
を
求

め
て
い
る
感
触
と
の
こ
と
。
企
業
の

規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
状
況
が
厳
し
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
幅
広
い
事
業

者
へ
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
今
回

10
万
円
と
い
う
形
で
下
支
え
し
て
い

き
た
い
。

農
水
産
業
者
に
10
万
円
給
付

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

市
内
農
水
産
業
者
に
対
し
、
農
業
収

入
が
50
万
円
以
上
の
事
業
者
に
は
10

万
円
、
農
業
収
入
が
50
万
円
未
満
の

自
給
的
農
家
に
は
３
万
円
の
支
援
金

を
給
付
す
る
。

問
対
象
事
業
者
の
見
込
み
数
は
。

答
令
和
３
年
度
の
課
税
デ
ー
タ
よ

り
、
農
業
販
売
収
入
50
万
円
以

上
が
1
7
4
6
件
、
50
万
円
未
満

が
4
7
0
件
、
令
和
４
年
中
の
新

規
就
農
者
を
５
件
と
想
定
し
、
計

2
2
2
1
件
の
見
込
み
。

問
農
業
収
入
50
万
円
で
支
援
金
額

を
分
け
た
根
拠
は
。

答
農
林
水
産
省
の
統
計
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
農
業
で
生
計
が
成
り

立
つ
経
営
規
模
と
し
て
、
農
水
産
物

の
販
売
金
額
が
年
間
50
万
円
以
上
の

農
家
を
販
売
農
家
と
定
義
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
は
50
万
円
未
満
は
給

付
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

市
内
の
農
地
を
保
全
し
て
も
ら
っ
て

い
る
と
い
う
部
分
か
ら
、
本
市
で
は

金
額
を
３
万
円
に
し
て
支
援
す
る
。

問
福
祉
事
業
所
、
介
護
事
業
所
、

医
療
機
関
、
農
水
産
業
者
、
中

小
企
業
者
な
ど
の
支
援
金
額
を
一
律

10
万
円
と
し
た
根
拠
は
。

答
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
に
対
し
、
何
ら
か
の
形
で

支
援
が
で
き
な
い
か
と
協
議
を
重
ね
、

市
全
体
の
事
業
者
数
、
他
市
の
支
援

状
況
、
早
急
に
支
援
金
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
設
計
、
こ
れ
ま
で

の
給
付
金
額
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
10
万
円
と
し
た
。

○＝賛成　×＝反対　退＝退席
欠＝欠席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。令和４年第２回臨時会 審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案

1 令和４年度旭市一般会計補正予算の議決
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇

2 専決処分の承認について
（令和４年度旭市一般会計補正予算） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇

11月21日に令和４年第２回臨時会が開かれました。この臨時会には、令和４年度一般会計補正予算と
専決処分の承認（令和４年度一般会計補正予算）の２議案が提出され、いずれも全員賛成で可決、承認さ
れました。

令和４年第２回臨時会

議
案
第
１
号　

令
和
４
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
永
井　
孝
佳

副
委
員
長　
井
田　
　
孝

委　
員　
　
戸
村
ひ
と
み

委　
員　
　
常
世
田
正
樹

　
議
会
だ
よ
り
委
員
に
な
っ
て
一

年
が
経
過
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
事
で
特
別
な
取
り
組
み
は
出
来

な
か
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
編
集
を
心
掛
け
た
い
。

　
最
近
、
強
盗
や
詐
欺
な
ど
物
騒

な
事
件
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
る
。
他
人
事
だ
と
思
わ
ず
に

し
っ
か
り
と
警
戒
、
対
策
を
し
て

欲
し
い
。
市
民
の
安
心
、
安
全
が

何
よ
り
も
大
切
だ
。
日
本
は
性
善

説
に
基
づ
い
た
対
応
が
多
い
。
信

じ
る
心
は
必
要
だ
が
、
自
衛
の
た

め
に
は
疑
う
事
も
大
切
だ
。
議
会

に
お
い
て
も
「
悪
用
さ
れ
な
い

か
」「
不
正
が
な
い
か
」「
穴
が
な
い

か
」
を
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
自

分
た
ち
の
言
動
に
も
し
っ
か
り
と

責
任
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

行
政
、
議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
市

の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

（
委
員
長　
永
井
孝
佳
）

日 月 火 水 木 金 土
2/26 27 28 3/1

開会

2 3 4

5 6

議案質疑

7 8

一般質問

9

一般質問

10

一般質問
（予備日）

11

12 13

建設経済
常任委員会

14

文教福祉
常任委員会

15

総務
常任委員会

16 17 18

19 20

閉会

21 22 23 24 25

月定例会の予定
（３月１日～３月20日）

いずれも10時から開催予定です
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

３ 　本会議は誰でも傍聴できますので、希望される方は、
市役所４階の議会事務局までお越しください。親子傍聴
席も設置していますので、お子様連れの方でも気兼ねな
く傍聴できます。

議会を傍聴しませんか

　本会議は、インターネットで生中継と録画中継（過去５
年分）を行っています。パソコンのほか、スマートフォン
やタブレット端末でも視聴できます。ぜひご覧ください。

議会中継をご覧ください

●寄附に該当するものは
・落成式・開店祝いの花輪
・お歳暮・お年賀
・町内会の催し物などへの
　寸志や飲食物の差し入れ
・病気のお見舞い　など

編
集
後
記

地方公共団体の議会の議員又は長の選挙は、その団体が自主的に期日を定めて執行するというのが原則です
が、特例を定める法律によって全国的に期日を統一して行うものを統一地方選挙といいます。有権者の選挙
への意識を全国的に高め、また選挙事務や費用を節減する目的で、４年ごとに行われています。

「贈らない」
「求めない」
「受け取らない」

ご存じですか？　統一地方選挙

徹底しよう「三ない運動」
政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職
選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に
寄附や贈り物を求めることも禁止されています。

金銭、物などの供与またはその約束で、党費や会費、
町内会費など規約に定められたものや、物を買った
ときの代金の支払いなどの債務の履行以外のものを
言います。

寄附とは正しく守って明るい選挙
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